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明けましておめでとうございます。新しい一年が、生徒達にとって、また保護者の皆様にとって幸多き 

年になりますよう、心よりお祈り申し上げます。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

前号の冒頭でもお願いしましたように、生徒達はこの２週間の冬休みを「振り返りと目標設定」の期間 

に充て、新たな決意を胸に本日の始業式に臨んでくれたでしょうか。もちろん、そういう生徒が多いこと 

を期待している訳ですが、大切なのはここからの行動だと思っています。新しい１年が始まる、今日から 

３学期が始まる、明日から授業が始まる････等々、いろいろなことが時の流れで「始まる」 
のです。大切なことは、その流れにただ身を任せるのではなく、設定した目標に向かって 
自分の意志で何かを「始める」ことです。「始まる」と「始める」、一文字違うだけですが、 
そこにはたらく意志の有無を考えると、力のつき方には大きな差があるように思います。 
「意志あるところに道は開ける」そう信じて邁進する 37 回生をこれからも応援します！ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

８日（水) 始業式、大掃除 
９日（木) 午前：課題考査 (数英国)､授業 
９日（木) 午後：平常授業  

１０日（金) マラソン大会前健康相談 
※詳細は別途連絡します。 

１７日（金) 阪神･淡路大震災 追悼行事 
※１限開始前に実施します。 

２０日（月) ７限：総合的な探究の時間 

※ポートフォリオについて説明 
※２月にポートフォリオ作成 

２９日（水) カルタ大会（６限） 
３１日（金) マラソン大会(１限は授業) 

※雨天予備日 2/3(月) 

３日（月) ７限：総合的な探究の時間 
５日（水) ６限：全校集会 

 １４日（金) １限と２限は平常授業、 

        ３限は大掃除（12:00 完全下校） 
１４日（金) 考査１週間前 

 １７日（月) 生徒休業日（特色選抜 当日） 
２１日（金) 学年末考査① 
２５日（火） 学年末考査② 

 ２６日（水） 学年末考査③ 

２７日（木） 学年末考査④ 
２７日（木） ※考査後に卒業式予行(3･4 限) 

 ２８日（金） 卒業式（１年生も全員参列） 

 ３／２（月） 学年末考査 最終日 

第 12 号 

「始める」を大切に！ ～意志あるところに道は開ける～ 

１月の主な予定（再掲載） ２月の主な予定 

修学旅行の準備を始めます！（奄美大島に出発するまで 300 日。この積み重ねが感動につながる！） 

前号の続きになりますが、37 回生は２年生秋に実施する修学旅行に向けて、１年生の３学期から準備を 

始めます。詳しくは近々の学年集会でお話しする予定ですが、具体的な期日と行き先は次の通りです。 

:期日：令和２年 11 月 11 日（水）～14 日（土） 行き先：奄美大島（鹿児島県奄美市とその周辺地域） 

本校の「奄美大島修学旅行」は、「甲高だからできる修学旅行」、「友好都市交流の役割を担う修学旅行」、 
「長期的に実施可能な修学旅行」、「各回生の工夫が活かせる修学旅行」等々のコンセプトに基づき、私たち 
37 回生が８回目の実施になります。友好都市交流の成果については、平成 29 年度（34 回生）、平成 30 年度 

（35 回生）の活動の様子が西宮市のホームページに紹介されていますのでご覧ください。 

https://www.nishi.or.jp/shisei/koho/shashin-news/2017/2017nov/photonews20171109.html 

https://www.nishi.or.jp/shisei/koho/shashin-news/2019nenn/2019nenn2gatu/20190207photonews.html 

令和元年度（35 回生と 36 回生）は、西宮市民まつりの友好都市ブースにおいて、これまでの甲高の活動を 

パネル展示で紹介し、奄美市教育委員会や奄美市・西宮市交歓の会の皆様と交流しました。 

さて、私たち 37 回生は友好都市交流の一翼を担うために何ができるのか。これから事前学習を積み重ね 

る中で、どんなアイデアが生まれるかをとても楽しみにしています。長い時間をかけてみんなで修学旅行を 

創り上げていく･･･、この過程が 37 回生全員の大きな感動につながることを期待しています。 


